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例     言

1 本書は、富山市水橋中馬場地内に所在する水橋金広 。中馬場遺跡の発掘調査報告書であ
る。

2 調査は富山市建設部道路課が行う市道水橋中馬場線道路改良工事に伴うもので、工事立
会中に確認された遺構等について、記録保存調査を行った成果を報告するものである。

3 調査は、宮山市教育委員会埋蔵文化財センターが主体となって行った。
4 調査期間  現地調査  平成14年 12月 ～平成20年9月 24日

出土品整理 平成20年9月 1日 ～平成21年3月 31日
5 調査及び出土品整理にあたり、次の方々よりご協力を賜つた。記して謝意を表します。
鹿熊久三、中馬場町内会 (順不同・敬称略)

6 出土木製品の保存処理は、株式会社吉田生物研究所による高級アルコール処理法で行った。
あわせて実施した樹種鑑定結果を本書に掲載した。

7 出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。
8 本書の執筆は、古川知明・鹿島昌也・野垣好史が分担して行い、各々の責を文末に記した。

凡     例

1 挿図の方位は上が座標北、水平水準は海抜標高である。
2 公共座標は日本測地系を使用した。これは平成■・12年度県営農免農道 (上条南部地区)
整備事業に伴う発掘調査時に設置の公共座標 (日本測地系)を利用したためである。
3 遺構表記は次のとおりである。
SD:溝 、SE:井戸、SK:土坑、P:ピ ット
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経過

調査の経過

水橋金広 。中馬場遺跡は、昭和63年～平成3年 に富山市教育委員会が実施した市内の分布調

査で発見 した遺跡である。その際には縄文土器・土師器・須恵器 。珠洲焼等を採集し、縄文
～近世の散布地とした。遺跡はNo251水橋中馬場遺跡として、平成5年 3月発行の『富山市遺跡

地図』に登載され、周知の埋蔵文化財包蔵地として知られることとなった。この時点での遺

跡範囲は75,000♂である。

その後、平成5年北陸新幹線に伴う分布調

査成果の公表、平成9～ 12年度の県営農免農

道整備事業 (上条南部地区)に伴う試掘確認
調査・発掘調査の成果に基づき、遺跡範囲の

見直 しを行い、平成 13年 1月 に現在の範囲

(320,400♂)と なった。遺跡内には若王子塚
古墳 。宮塚古墳を含む。若王子塚古墳は、平

成12・ 13年度の県営農免農道整備事業に伴う

発掘調査、試掘確認調査、地中レーダー探査

により、周溝幅4～ 5m、 墳丘径46mの大型円

墳であることが判明した (富山市教委2001)。

平成12年、農免農道に交差する市道水橋中

馬場線の改良工事計画が、富山市建設部道路

課により計画され、埋蔵文化財の取扱いにつ

いて協議を行った。工事は、現路肩にL型擁
壁を敷設して拡幅するもので、現道から両側
へ1.5m、 現況水田面から20cm以上掘削が行わ 第

1図 遺跡位置図 (1:100,000)

第2図 調査位置図 (1:6,000)
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れる内容であった。協議の結果、拡幅部分について埋蔵文化財センター職員立会のもと試掘確

認調査を行い、その結果に基づき保護措置を決定することとした。

試掘確認調査は、平成13年 11月 に、北側路肩部分を東端から若王子塚古墳東側まで472mを

対象として実施したところ、全線から遺構 。遺物を検出した。

この調査結果に基づき工事内容と調整を行い、「富山県発掘調査等対応基準」 (平成11年 4月

1日 施行)に基づき、擁壁工事の掘削深度が遺跡上に設けた保護層に及ぶ部分は工事立会、そ
れ以外は慎重工事とした。工事立会で遺構等が確認された場合は、記録保存のための調査を

行うこととした。

2 発掘・整理作業の経過
【14年度】 工事は、平成14年 12月 、東端の主要地方道立山・水橋線側の北側路肩拡張部から
開始された。工事範囲は延長224mで、平成14年 12月 に1日 間の工事立会の結果、遺構は確認

されなかった。担当者 :古川。

平成15年 3月 には引続きその西側172mの工事が追加された。平成15年 3月 2から4月 2日 に5日

間の工事立会の結果、井戸跡・溝等の遺構が確認されたため、引続き発掘調査を行い、記録

保存措置を完了した。発掘調査面積は344ポ。担当者 :古川・鹿島。

【17年度】 16年度において若王子塚古墳の残存墳丘南麓における工事が予定されたが、墳丘

部であるため、地元了解を受けて、協議により拡幅は中止された。これにより道路北側拡幅

工事は本年度をもって終了した。引続き南側拡幅部の工事を17年度から行うこととなった。

工事は西端から38mが計画され、平成17年 9月 26日 および平成18年 3月 28日 に1日 間づつ工事立

会を行った。西側は古墳周溝該当部分であるが、遺構・遺物は検出されなかった。担当者 :

堀沢祐―・小林高範。

ィ麒
..、

若王子塚古墳 【軸

第3図 調査区区分図 (1:1,200)
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【19年度】 工事は17年度工事区域の東側延長14mが計画され、平成19年 11月 5日 に工事立会
を行った。調査面積47.6ポ。その結果、幅4.2-4.4mの 浅い溝が検出された。調査担当者は

「古墳周溝Jと 報告した。担当者 :堀内大介・真田泰光。

【20年度】 工事は19年度工事区域の東側延長20mが計画され、平成20年 9月 24日 に工事立会
を行った。調査面積40♂。その結果、土坑・溝・ピットを検出した。出土遺物はなく所属年

代は不明である。担当者 :堀内大介・小林高太。

【21年度】 出土品整理・木製品保存処理・発掘調査報告書刊行を行った。

第4図 水橋金広 。中馬場遺跡と周辺の遺跡 (1150,000)
水橋金広・中馬場 (縄文後  ヽ  墳)
晩、古墳、古代、中～近世)  10日 伏 佐野竹 (縄文～近世)
若王子塚古墳 (古墳前、中世) ■ 水橋北馬場 (平安、中世、近
宮塚古墳 (古墳)        世)
清水堂古墳 (古墳)      12水 橋石割 (奈真、平安、中世)
清水堂B(中世)       13水 橋高寺 (弥生、奈良、平安)
清水堂C(中世)      14水 橋石割、(中世)
清水堂F(中世)       15水 橋尊光寺 (弥生後～古墳前、
清水堂商 (弥生終末、中世、   奈良～近世)
近世)            16月 出ヽ城跡 (縄文後～晩、古墳
金尾 (縄文後ヽ晩、弥■～古   前、奈良～近世)

17小出 (縄文後、奈良、平安、
中世)
18水橋池日館 (古墳、奈良、平
安、中L)
19水橋荒町 辻ヶ笠 (縄文中～
晩、lT生、古墳前 後、自風
～近世)
節 浜黒崎野割 平榎 (縄文前～
晩、弥生、古墳前、奈良ヽ近
世)
21新堀束 (弥生、古墳前、奈良

～中世)
22新堀 (縄文晩、弥生後、古墳
前、奈良～近世)
廃 倒宅新 鶴文晩、奈良、平安)
И新堀西 (弥生～古墳、中世)
25斜ヱ新西 (弥生～古墳、奈良
～中世)
26永橋二杉 (奈良～近世)

"水
橋入部 (弥■～古墳、中世)

28竹内館跡 (中世)
力 国重 (弥生、古代、近世)

311竹 内天神堂古墳 (古墳)
31仏生寺城跡 (中世)
鬱 月ヽ平 (縄文、弥生、古墳、古
代～近世)
鵠塚越 I遺跡 (縄文～近世)
34塚越古墳 (古墳)
35浦田 (縄文～近世)
361甫 田西反 (弥生～近世)
V浦田馬渡し (古代～近世)
38浦田前日 (縄文～近世)
39稚児塚古墳 (古墳)

40 alA(中世)
41放士ヶi鞭北 (弥生、中世)
42放士ヶHH南 (中 世)
43江ねヽ (弥生中 後)
型 飯坂 (弥生)

4「1中小泉 (弥生中 後)

“

正F,新 (弥生中 古墳 )
守 若宮B(縄文～近世)
48不」田横枕 (縄文～近世)

49辻 (縄文～近世)
mニ ツ塚 (縄文、古代～中世 )
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

1 地理的環境
水橋金広・中馬場追跡は、富山市街地の北東部、富山市水橋中馬場周辺に位置する。富山平野

の東部を流れる白岩川の下流部に形成された扇状地の扇端部に位置し、同河川の右岸、標高7m前

後に立地する。海岸部からの距離は直線で約4.5kmを 測る。大辻山に水源を発する白岩川は、明治

38年の改修工事以前は蛇行して流れ、現在の河岸段丘や後背湿地などの微地形を形成した。下流

では豊富な水資源を利用して早くから水田耕作が営まれ、河川を利用した水運、漁労活動も盛ん

に行われていた。

2 歴史的環境 (第 4図 )
水橋金広 。中馬場遺跡の周囲には、白岩川本支流の両岸および上市川の河岸段丘間に形成され

た微高地上に縄文時代から近世に至る数多くの遺跡が存在する。

縄文時代後～晩期には、本遣跡東部地区に建物跡を伴った集落が形成され、石冠・ヒスイ垂玉

などが出上した (富山市教委1997)。

弥生時代後期には白岩川 。上市川流域に上市町江上A遺跡、滑川市魚男遺跡、舟橋村浦田遺跡、

富山市金尾遺跡・清水堂南遺跡など30余 りの遺跡が出現する。それらのいくつかはまとまって村

を形成 し、それらを統括する「新川のクニJと いうべき政治社会が形成されつつあった (久々

2001)。 江上A遺跡や清水堂南遺跡では集落内で玉作 りを行なっていた。

古墳時代には、白岩川本流域及びその支流栃津川・寺田川流域で、県内の平野部では数少ない

古墳群が形成され、「白岩川流域古墳群」と総称している。支流大岩川右岸の丘陵尾根上には前期

古墳とされる柿沢古墳群が所在する。 (上市町教委・富山大学考古学研究室1993)。 白岩川中流左

岸の段丘端には藤塚古墳 (円墳、立山町)が所在 し、平野部に至ると稚児塚古墳 (県史跡、葺
石・段築・周溝・周庭帯を有する円墳、立山町)や塚越古墳 (円墳、立山町)、 竹内天神堂古墳

(前方後方墳、舟橋村 )、 清水堂古墳 (周溝を有する円墳、字名大塚、富山市 )、 宮琢古墳 (方墳、

富山市 )、 若王子塚古墳 (円墳、径46m)が現存する。また、自岩川左岸の水橋金尾新地内に狐山古

墳がかつてあった。同地内には琢の越、四ツ塚という字名があり、白岩川右岸の水橋平塚はかつて所在

した大小の塚を平らにしたことからその名力X寸いたといわれている (『水橋町郷土史』)。 平成14年の水

橋金広 。中馬場遺跡の調査では周溝のみを残す古墳 (円墳2基)が確認された (富山市教委2006)。

水橋専光寺遺跡は古墳時代と奈良時代～江戸時代まで続 く集落跡で、古代～中世にかけての掘

立柱建物 l棟、井戸跡143基、土壊95基、溝25条などがある。古墳時代初めの上師器や奈良～平安

時代の須恵器、土師器、中世の珠洲焼、近世の越中瀬戸、多 くの木製品や漆器類が出土した (富

山市教委2005)。

奈良～平安時代には、古代官衡跡 (F延喜式』に記載された越中八駅の一つ「水橋駅」)と 推定

されている水橋荒町・辻ヶ堂遺跡が常願寺川河口近くに形成される。また、水橋二杉遺跡は、奈

良時代後半～平安時代の集落遺跡であるが、「君万呂」や「犬□」の墨書土器や「女」偏のヘラ書

き文字の須恵器が出土し、官衛的な性格をもつ遺跡と考えられる。さらに遺跡南方の立山町浦田

から舟橋村にかけての町村境周辺を「東大寺領大藪荘」比定地とする研究報告があり (藤田1998)、

その南に位置する辻追跡 (立山町)か らは「射水」の文字が書かれた「里正」木街が出上し、律

令期の重要施設の存在が想定され関連が注目される。本遺跡や周辺からは当該期の遺物は若干出

土するものの、遣構の検出を見ることがなく、耕地としての土地利用が想定される。遺跡北西約

900mの水橋高堂地内に国分尼寺と称される寺院が所在する。水橋町郷土史には「高堂村国分寺廃
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寺跡」と紹介され、射水郡の国分村の国分寺廃絶後、名前のみこの地に称させているとあるが、

注目すべき地でもある。

中世に至ると、白岩川支流細川左岸に平城の仏生寺城 (舟橋村)が築かれる。城主は越中五大将の一

人細川曾十郎で、室町幕府管領の細川一族とみられ、室町期に当地で所領を得て城郭を築き居城した。

細川氏は松倉城 (魚津市)城主の権名氏に属していたとみられる。仏生寺城北方の竹内館 (舟橋村)も
仏生寺の出城と考えられている。中馬場の地名の由来は、細川會十郎が白岩川の対岸のこの地に馬場を

つくったことによるとされている。またその家臣の金広某が開墾を行ったことから金広の由来となった

と伝えられている。なお、近年の発掘調査で仏生寺は15世紀～16世紀前半に最も機能していたこと力半J

明し、その後は廃城になったようである (舟橋村教委別01)。

天正年間には水橋小出地内に小出城が築かれた。天文14(1545)年から天正■ (1583)年 まで
の間、古文書に見える城で戦国期の越中において、上杉氏と織田氏の攻防戦の中で重要な位置を

占める城だつた。佐々成政の越申平定後廃城になったと伝えられる。

これまで城の場所は特定されていなかったが、近年の発掘調査により小出神社の北側約200mの

範囲に所在することがほぼ特定された。堀にあたる部分は、古い地籍図からも推測される。出土

遺物には多数の漆器をはじめとする木製品のほか中国製の青磁の鉢、白磁の壷、硯、土師器の灯

明皿などがあり、中でも土製弾丸の出土は当時の戦聞の一端を垣間みることができる。

申世末～近世には白岩川上流部で越中瀬戸焼の生産が隆盛する。本遺跡では越中瀬戸焼が高い

割合で出土している。陸路や白岩川を利用した水運で窯場から製品を通び消費地へと供給された

ものと推定される。 (鹿島)

２
卵

声

刹

刊

く

「
川
川
川
何
解
⑪

― ― 一
=

7`⑪

國 赤彩

試掘確認調査出上遺物 (1)
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Ⅲ 調査の成果
1 13年度試掘確認調査
(1)遺構 (第 3図 )

試掘 トレンチは市道北側の水田南端部に、東西方向に設定した。試掘 トレンチは水田ごとに1本

を入れ、若王子古墳までの間に15か所のトレンチを設定して調査を行った。

東側の2。 3・ 5・ 7ト レンチでは遺構が所在するが、遺物包含層 (黒灰色土)は欠失していた。4・

8。 9ト レンチは15cmの遺物包含層が所在した。西側の11ト レンチでは薄い遺物包含層が部分的に残

存していた。12。 13ト レンチでは遺物包含層が欠失し、また地山上部が削られていた。古墳に近い

14ト レンチでも同様の状況であったが、北東から南西方向に延びる幅3.8～ 4.2mの溝が確認された。

この溝は深さ15cmを検出し、埋土は黒色上である。遺物は出土しなかった。埋上の色・性質は、若

王子塚古墳の周溝ときわめて似ており、同時代の所産と推定された。

遺構は全般にわたつて水田耕作土直下に所在することが明らかになった。 (古川)

(2)遺物

①弥生時代後期～古墳時代前期 (第 5図 )

当該期の出土遺物はいずれも細片である。摩滅しているものが多い。

1は甕である。口縁部が大きくタト傾する。白色砂粒を多く含む。 2は甕の有段口縁部である。 3

は甕底部である。胎上に灰白色砂粒を多く含む。 4は壼の口縁部と考えられる。 5は壷の口縁部

と考えられる。口縁下端が大きく垂下する。外面は竹管文が3段千鳥状に配され、内面は上部にハケ

日、下部に2段爪痕が残る。 6は壼の体部である。上端は口縁部との接合部である。内面上部は接合

痕が明瞭にみえる。 7は装飾壺の体部と考えられる。外面に突帯が一条めぐり、上下には凹線がみ

られる。外面は赤彩を施す。内面はハケロ調整である。灰白色砂粒多く含む。 8は小型壺である。

口縁部は外上方に直線的にのびる。内外面に赤彩を施す。胎土に白色砂粒を多く含む。 9は器台脚

部と考えられる。端部付近で屈曲して直線的に立ち上がる。胎土に灰白色砂粒を多く含む。以上の

遺物は概ね南加賀漆町編年 (田嶋1986)の 自江～古府クルビ式に位置づけられる。 (野垣 )

②奈良～平安時代 (第 6図 )

須恵器 10は大奏体部である。外面は平行タタキ、内面には同心円当て具痕が残る (研 )。

③鎌倉～安土桃山時代 (第 6図 )

かわらけ ■は口径14cm、 器高3.2cmで、口縁外面のナデが強い。口縁は外反し、端部は丸く内
側に入れるため、端部内面に浅いくぼみができている (10T)。 12は口径16cm、 器高2.7cmで、日縁

外面のナデ幅が大きい。口縁は内傾しながら立ち上がる (9Tl。

珠洲 13～ 19は大甕である。13は顎部から肩部、14は肩部、その他は体部である。17は外面の

平行タタキは細かく深い。19は胎上に海綿骨針を含む。

20は壷底部である (10Tl。

21・ 22は橋鉢である。20は卸し目13本で、内面は使用により摩滅している。21は卸し目7～ 9本

で、内面は使用により摩減が顕著である。底面には幅3.2cmのハケロ状の痕跡が2箇所並行して残る。

底部外面には成形直後の運搬時の指頭圧痕が残る。

このほか図示していないが、凝灰岩製砥石小片がある。

2 14年度調査
工事立会に伴い、水田耕土直下で遺構を検出した。遺構検出面で確認した地山は、上部が削平

されている。発掘調査面積は54♂である。

(1)遺構

検出した遺構は、井戸1基、溝7条、土坑2基、ピット5基である。遺構は調査区の中央付近に集
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第7図 主要遺構配置図 (1:250)
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中する (第 7図 )。

【井戸】(第 8図 )

SE01 SD03と 重複し、北側約2分の1を検出した。SD03が新しい構築である。検出面

平成■年度調査の井戸
SE09の構造模式図
(富山市教委2001よ り引

用)

B′
8.lm

SE01の上部における
黒色腐植土 (井戸枠跡)

の検出状況

〆
一

A′
8.lm

SD03(南壁)土層
1 灰黄褐色砂質シル ト
2 暗灰色シル ト質砂
3 暗灰色粘質土
4 灰色粘質土に黄灰色砂がラミナ状に入る
5 黒灰色シル ト
6 黒灰色シル ト質粘土
7 黒灰色粘質土

SE01(南壁)土層
1 黒灰色粘質シル ト
2 暗灰色粗砂シル ト
3 黒色粘質土
4 黒灰色土に黄灰色砂混 じる
5 灰色粗砂
6 黒色シル ト質砂
7 黒灰色粘質土

SD03(耳 ヒ壁)■層

1 暗灰色シル ト
2 黒灰色シル ト
3 黒灰色粘質土
4 責灰色砂

―
キ
ー 予子評::

暗灰色シル トに責灰色砂がラミナ状に入る

黄色砂に黒灰色土・灰色土混 じる

灰色砂 責灰色砂混合

第8図 14年度検出遺構 (1:40)
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における規格は、東西1.55m、 南北0.85m以上で、検出面における平面形はほぼ円形である。深さは

約50cmである。

井戸枠は、方形縦板組で、厚さ0,9～ 2.9cmの厚板を方形に並べたものである。下端から最大約50

cmが残り、上部は腐食している。調査では東・北・西の3辺を検出した。北辺のみ全体が確認でき

た。各辺は2枚以上の板材を並べ構成している。二重に重ねるなどの補強等は行っていない。井

戸上部において板材が土壌化した部分を検出しており、板材の内寸は東西65cm南北70cmの ほぼ方

形である。この形状からみて、この井戸は隅柱をもつ方形縦板構造で、鐘方正樹による分類 (鐘

方2003)の A類 (厚板横桟留型)に分類される。隅柱とみられる杭状の材は3本存在するが、いず
れにもホゾ穴などの構造は残っていない。本遺跡における平成11年度調査で検出された井戸SE09

の構造と同一である (第8図右上、富山市教委2001)。

井戸埋土は、1～ 4層が廃絶後堆積土、5層が井戸枠内埋上、6,7層が掘り方埋土である。

井戸粋内下層からは、焼けた円礫が出土した。安山岩・閑緑岩・縞状流紋岩がある。河川転石が

熟を受けて破砕したもので、赤化・黒化している部分が多い。

また、井戸掘り方から古墳時代前期壷・平安時代須恵器・土師器皿、珠洲播鉢 (吉岡編年V
期)。 モモ核が出土した。このことから丼戸の廃絶年代は1380-1440年代以降とみられる。

【井戸枠部材】(第 9。 10図・表1)

取り上げることのできた井戸部材は13点である。うち3点が隅柱とみられ、残り10点が縦板材で

ある。隅柱は遺存状況が不良で、1が先端部を尖らせる加工痕を確認できるほかは、ホゾ穴等の状

況は不明である。断面形はいずれも長方形である。

0                    1 0cm

第10図 井戸枠板材実測図 (1:4)
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表1 井戸枠板材等規格

板材は遺存状況の良否が激しい。板材の木取 りは、10の 1枚のみが柾目取 りのほかは板目取りで

ある。ただし白太部分の使用が少ない。面整形痕はほとんど残っていないが、先端部分の整形痕

跡は比較的良好に残る。2・ 3は下端の約半分を側面から斜めに切 り落とし、半分は平らとなる。4

は端末を板面側からも垂直に切り落とす。91ま中央と両側が異なる方向で整形される。4・ 9は端部

がほぼ水平である。10は側面からではなく板の表裏面側から削って尖らせているが、これは木取

りの方向の違いのためとみられる。削る角度

は、板目の2が75度、9が60度、柾目の10は30

～35度で、板目より浅い角度である。板目取

りの側縁を削る道具は、錠あるいは鍼が推定

されるが、柾目の削り面は板に直交している

ことから、先の平らな攀状の切削具を使用し

て加工を行ったと推定される。

右グラフは縦板の幅と厚みの相関である。幅

15～ 20cmの ものを主に使用し、幅5cm前後の薄

い板で間を充填するなどしたとみられる。

【溝】

SD01002(第 7図 )
同じ幅40cmの2本がほぼ平行する。SD01は 、N-37° 一Wで深さ10cm。 やや蛇行する。SDO
2は、N-40° ―Wで深さ25～ 30cm。 直線的に延びる溝である。SD01の 埋土上位から青磁片が
出土しており中世に属する。

SD03(第 7図) SE01と 重複し、SD03が 新しい構築である。南北方向に延び、主軸は
N-21° ―Eである。幅1.7～ 1.9m、 深さは東側で27cm、 西側は35cmで、西側幅約1.2mが一段深くな

っている。上下で土質が異なり、複数層の堆積があることから、長期にわたり存続したとみられ

る。溝内からは平安時代の上師器椀 (第 12図 26)が出土したが、井戸の年代からみて、混入と考
えられる。

SD07(第 7図) 南北方向に延び、主軸はN-6° 一Wである。幅0.95～ 1.25m、 深さ18cm。 埋
土は黒灰色粘質上のほぼ単層である。底面直上から古代の上師器椀 (第 12図 25)が出上したこと

から、構築時期は奈良～平安時代前期とみられる。

番捐 部位 縦cm 横cm 厚cm 樹種 木取 先端部加工等

1 隅柱 ? 19。9 7.7 2.9 ス ギ 四方まさ 先端を削り細 くする

2 縦板 39.3 18.7 2.5 ス ギ 板目取 り 半分を斜めに切 り、一方は平ら。切削角度75度

3 縦板 42.0 19.1 3.1 ス ギ 板目取 り 半分を斜めに切 り、一方は平ら。切削角度約85度

4 維板 40,9 16,8 2.4 ス ギ 板目取 り 先端平ら。右方向から90度で切削、左端は上から。

5 隅柱 ; 27.5 5,0 2.5 ス ギ 四方まさ 不 明

6 縦板 31.0 14.6 1.2 ス ギ 板目取 り 不明

7 縦板 35。6 6.7 1.6 ス ギ * 板目取 り 不 明
8 縦板 33.8 5,8 1.5 ス ギ 板目取 り 不明

9 縦板 42.7 6.7 2.0 ス ギ 板目取 り 中央右から。左右端左から。切削角度60度

10 縦板 39,0 26.8 3.4 ス ギ * 柾目取 り
3分の1を方形に扶り取る。狭り取る角度90度。
側面側から。3分の2は先端水平。切削加工は板の表
裏から。切削角度は30～35度。

隅柱 i 15。5 2.1 1.6 ス ギ 四方まさ 不明
12 縦板 50.5 18.3 2.7 ス ギ 不明 不明
つ
０ 縦板 12.0 4.8 0.9 ス ギ 板目取 り 不明

注)樹種の*は顕微鏡樹種鑑定を行ったもの(Ⅳ章参照)。他は肉眼観察による

井戸枠縦板の規格

10

４

３

２

１

０

（Ｅ
ｏ
）Щ

20 30

幅(cm)

◆

◆｀

◆  ◆◆
◆

-12-



▲▲

十  
挙子:33な

X79322
13095

SD07(南壁)土層
1 黒灰色土 (灰色シル ト含む)
2 黒灰色土 (粗砂小プロック小量混 じる)
3 灰色粘質土
4 灰色粘質土に黄灰色粘土小ブロック(地山土)混 じる

第11図 14年度検出遺構実測図 (1:40)

【土坑】

SK03(第 7図) 長楕円形状で、1.5m× 0。7mを測る。主軸方向はN-5° 一Wである。土坑内か
らは弥生後期～古墳前期頃の甕形土器 (第 12図23)が出土しており、それ以降の構築とみられる。

【ピット】

径20～ 30cmの小穴が散布する。明確に柱穴と確認できるものはない。P03内からは火打石とみられ

るメノウ剥片 (第 12図 29)、 P04内からは平安時代の上師器長胴甕片 (第 12図27)が出上した。

(2)遺物 (第12図 )

①弥生時代後期～古墳時代前期

23は甕外部で、細かなハケロ調整を行う。外面は縦方向、内面は斜め後横方向に調整を行う。

SK03出 土。

②奈良～平安時代

須恵器 24は、小型高台付壷の底部である。底径10cm、 高台は外側へ張り出す。体部は直線的

に立ち上がる。9世紀第 3四半期頃。SE01出土。

土師器 椀 。長胴甕がある。25は口径14cm、 口縁はやや内湾しながら立ち上がる。器壁はやや
厚く、雲母・ベンガラ粒・長石・石英粒を多く含む。8世紀代か。SD07出土。

26は椀底部である。底径は5.5cmで、底部は磨耗が激しいが回転糸切離しとみられる。9世紀代と

みられる。SD03出土。

27は長胴甕体部下半部である。外面平行タタキ、内面扇状タタキ整形を行う。9世紀後半以降と

みられる。P04出土。

③鎌倉～安土桃山時代

珠洲 28は悟鉢の口縁で、端部を短く外反させ、内面側に卸し目で波状文を描く。吉岡編年

(吉岡1994)の 第V期 (1380-1440年 代)と みられる。SE01出土。

火打石 29は黄褐色メノウの破片で、三角錐形である。1縁辺に小剥離痕が認められる。火打石

Y13146
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鶴Ю凸麹
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第12図 出土遺物

0

|

(23～28,30)    10cm
l l l l l     l

破片とみられる。P03出土。

④江戸時代

30は伊万里染付皿の体部である。草葉文様とみられる。調査区東部遺物包含層出土。

3 19年度調査
現道の南側拡張部の立会調査で遺構を確認した。調査箇所は

西側県道から東へ37～ 51mで、古墳時代とみられる溝1本を確認

した。

(1)基本層序 (第 13図 )

次に述べる古墳時代の溝SD08検 出地点で、道路下になる北
壁面において基本層序を確認した。

道路構造部 (砕石+アスファルト)は水田面の上に直接構築
されており、それ以下は旧地形を残している。現在水田面は第

3～ 5層 にあたり、その下には旧水田が存在する (第 6～ 8層 )。

第9層が中近世の遺物包含層で、遺物は極少である。第10層

は古墳時代の溝SD05の 埋土。第■層は地山層である。
(2)遺構

【清】(第 14図 )

北東・南西方向に延びる溝 SD08を 、延長約2m検出した。
主軸方向は概ねN-25° 一Eである。幅は4～ 4.25m、 最深部は溝中央で深さ16cmを測る。断面形は

皿状を呈する。周溝の埋土は黒褐色粘質シル

ト上で、この上は平成13年度試掘確認調査で

若王子塚古墳東側において確認した周溝の埋

土と同質の上である。溝内からの出土遺物は

第14図 SD08平面図 (1:80)
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第13図 SD08東部上層 (1:20)

アスフアル ト道路

砕石
旧水田耕土 (黒掲色土 )
旧水田耕土 (黒灰褐色土 )
旧水日床土 (褐色土 )
黒褐色シル ト

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト

黒色シル ト(砂混 じる)
黒褐色粘質シル ト:SD05埋土
地山(黄色粘土 )
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Ⅳ 理化学的分析―井戸枠板材の樹種調査
(株)吉田生物研究所

1.試料

試料は富山市水橋金広・中馬場遺跡から出上した建築部材2点である。

2.観察方法

剃刀で木口 (横断面)、 柾目 (放射断面)、 板目 (接線断面)の各切片を採取し、永久プレパラ
ートを作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

使用顕微鏡 Nikon DttFil

3.結果

No. 品名 樹種

7 井戸狽I板材 スギ科スギ属スギ

13 井戸側板材 スギ科スギ属スギ

1)スギ科スギ属スギCryptOmenaiapOnica D.Do→

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であつた。樹脂細胞は晩材部で接線方向

に並んでいた。柾日では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で1分野に1～ 3個ある。板目では放

射組織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四国、九

州の主として太平洋側に分布する。

参考文献
島地謙・伊東隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版 (1988)

島地謙・伊東隆夫「図説木材組織」 地球社 (1982)

伊東隆夫 「日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)
北村四郎・村田源「原色日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」 保育社 (1979)

深澤和三「樹体の解剖」海青社 (1997)

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所史料第27冊 木器集成図録近畿古代篇」(1985)
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古墳時代の溝について

今回調査において、市道両路肩部分で検出された古墳時代溝 SD08に ついての検討を行う。
溝 SD08が 検出された位置は、直径46mと 推定されている若王子塚古墳の東～南東部の周溝
推定位置よりも南東方へ離れ、周溝とは約4mの間隔がある (第 15図 )。
この周溝からはいずれも遺物の出土は認められなかったが、断面形態・埋上の性質などの点で、

平成12年度に若王子古墳西側で検出された若王子塚古墳周溝と認定される溝と良く似ており、そ

の帰属年代を古墳時代と考えることができる。若王子塚古墳周溝と異なる点としては、幅約4mで

古墳周溝よりlm程度狭いこと、溝の方向がやや直線的であることがあげられる。

平成14年度に実施された若王子琢古墳周囲における地中レーダー探査の結果によれば、 (岸田・

酒井2001)、 墳丘北側における周溝位置が明瞭に把握され、これはトレンチ法により行った試掘確

認調査結果とも符合した。また墳丘東側においては北側から延長する周溝外狽1ラ インが明瞭に確

認された。市道拡幅に伴う試掘確認調査や立会ではこの周溝は確認されていない。一方このレー

ダー探査では、 SD08の 確認位置周辺での反
応は明瞭ではない (第 16・ 17図 )。 古墳の東側

では古墳周溝外端から10m離れた位置に、周溝

と平行するように、弧を描いた溝の反応が延長

約30mに わたり確認することができる。

今回検出のSD08は 、その全体構造は不明で
あるが、若王子古墳周囲における古墳形状と何ら

かの関係を持つ関連地割であると考えられる。

その内容を明らかにするため、周辺地域の古

墳の状況について外観する。

白岩川流域の上流側にある立山町稚児塚古墳

(県史跡)は、墳丘径46m、 周溝幅13mの円墳で

ある。試掘確認調査の結果、周溝の外側に周溝

と平行 して幅12mの小高台が巡つていることが

確認された (立 山町教委 1995)。 報告ではこの

部分を「周堤帯」と呼び、この外縁までを古墳

の墓域とする理解が示された (第 19図 )。

Ｎ

，
刊
生
上
―

第16図 若王子塚古墳の周溝復元図 (富山市教委 2006) 第
17図 若王子塚古墳周辺のレーダー探査結果

(富山市教委 2001)

第15図 者王子塚古墳の周溝復元図と今回調査におけ
る溝の位置関係 (1:1,200)

諜酷轡い
 書鷺λつ
。

0      2伽
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第18図 清水堂古墳周溝外側の低地部分
(内側のアミは周溝 )

周堤帯の幅は約12mで、その外狽1の区

域とは10～ 15cmの段差により区画されて

いることが確認された。

第19図 稚児塚古墳の周堤帯模式図 (立山町教委 1995に 加筆 )

若王子塚古墳の南東400mに位置する清水堂古墳では、試掘確認調査の結果、残存墳丘からやや

離れて一周する幅7.0～ 7.5mの溝が検出され、周溝と推定されている (富山市教委1996)。 この溝

は若王子塚古墳同様10cm程度の浅いものであり、調査当時は疑間がもたれていたようであるが、

若王子古墳の調査成果からみて、周溝として差し支えないことが明らかになった。改めて調査成

果を写真等で確認すると、1.2.10.13ト レンチにおいて、この周溝の外縁は約2mの幅でやや小高く

なっており、さらにその外側は一段周溝状に落ち込んでいる。その幅は周溝とほぼ同じである。

全体を確認していないが、稚児塚のような段差というより、二重周溝になる可能性がありうる。

以上のことを参考にSD08の 性格を考えると、明瞭な溝となっていることから稚児塚古墳の
ような段差による周堤帯とは異なっている。清水堂古墳のような二重に巡る形の溝であるかとい

うと、それはレーダー探査や試掘によっても連続性を認め難いものがある。したがって現段階で

は、別の埋没古墳の周溝あるいは単独の溝と考えておくのが妥当とみられる。

今後の周囲の試掘・発掘調査等が進展し、若王子塚古墳周辺における古墳時代遺構の分布状況

が把握されることにより構造が明らかになることを期待したい。

2 井戸について
中世の井戸 SE01は 、厚板を用いた方形縦板横組構造である。その廃絶年代は出土陶器から
1380-1440年代以降と推定された。

本遺跡では、今回検出例を含めこれまでに187基の井戸が確認されており、それらは13世紀から

17世紀までの間に構築されたものである。ほとんどは素掘であるが、井戸枠をもつものが少数認

められる。このうち方形縦板組構造のものは11基があり、全体の約60/0を 占める。その多くは15世

紀から17世紀に属しており、集落形成後半期のものが多い。

SE01は 前述のように11年度調査で検出された井戸SE09の 構造と類似している。SE0
9の廃絶年代は16世紀末から17世紀中頃と考えられていることから、これと構造的に類似するS

E01の廃絶年代についても、その下限年代を同様に考える必要が生じる。
一方、集落域との関係で考えると、これまでの調査の結果、15世紀代までは遺跡南部の高台に
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集落が形成され、16世紀以降遺跡中央から北部に集落の主体が移動するとされている。今回調査

地点はこのうち遺跡北部の集落内に含まれる。試掘確認調査の結果をみると、中世期遺構・遺物

は東側の2,3Tで も多くみられ、井戸周辺は遺跡の北辺中央部分に位置すると理解できる。

以上のことから、SEOlの 廃絶年代は16世紀から17世紀中頃に置くことが妥当と考えられる。

3 井戸枠板材の加工 について
井戸枠縦板に使用された板材は、遺構説明で示したように、下端部が加工されている。これま

での調査で検出された方形縦板横組構造の井戸では、縦板の先端の加工は顕著ではなく、先端は

真横に切 りそろえる例 (14年度そのl SE08。 SE41な ど)が主体で、わずかに側面が斜めに
切られているものがある (富山市教委2006)。 本例では板の半分を斜めとし、残 り半分はほぼ真横

に切るという点で共通する。1点のみL字形になJり 込んでいる例があるが、これは木取 りを柾目取

りとしたために生じた例外とみられる。

先端部の加工方法を分類すると、以下の2種がある。

A 片側から順次斜めに切り落としていくもの (2,3,4)
B 中央部と側部を異なる方向で切り落とすもの (9)
Aでは、真横となる残 り半分の加工は、斜め部分と同じ方向と工具で、真横方向に切っている
もの (2,3)と 、90度上から垂直に切り落とすもの (4)に分けられる。

Aと Bの大きな違いとして、工具の刃の角度が異なることがあげられる。Aでは板の長軸方向
に対して60度からほぼ直角方向で刃が当てられるのに対し、Bで は30～ 35度 と斜めに刃を当てて

作業している。

その結果、Aで は目的どおり作業を終えているが、Bでは 2箇所に小さな突起部を残す結果と
なった。これは、木取による板目の方向によって生じた板の特性を、加工時に把握できたか否か

の差を示すものと考えられる。                           (古 川)
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溝 SD01・ 02、 ビット群 (南西から)
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土坑 SK01(東 から) 土坑 SK01土 層 (北から)

土坑 SK03(東 から) 溝 SD07(南 から)

T工    |す    .

SE01井 戸枠縦板組上部検出状況 (北から)

井戸土坑 SE01井 戸側検出状況 (北から)

浮
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SE01井 戸枠縦板組取上げ状況
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13年度試掘 古墳時代溝 (束から) 17年度調査状況 (南西から)
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17年度調査状況 (東から) 17年度古墳南側土層断面 (南から)

19年度古墳時代溝 (南東から) 19年度古墳時代清検出状況 (西から)

19年度古墳時代溝断面 (南から) 20年度遺構検出状況 (西から)



20年度遺構検出状況 (東から)20年度遺構検出状況 (西から)
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10 先端端右側の加工痕10 先端左側の加工痕
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沸戚壇孫名
ふ りが な

所在地

コード 引ヒ糸革 東経
調査期間

調査面積

(ポ )
調査原因

市町村 遺跡呑婦

富山市水椅

金広。中馬場

遺跡

富山市水橋

中馬場
16201 201251

36煽走

42す)

50ん少

137】王

19分

∞秒

20030302-
20030402

344

市道水橋中馬

場線道路改良

事業

20050926-
20060328 76

20071105 47.6

20080924 40

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

富山市水橋

金広。中馬場

遺跡

集落。城館

弥生～古墳 土坑・ピット 土器

平安 ピット・溝 土師器・須恵器

室 町 井戸・ピット 珠洲。かわらけ。青磁・火打石。モモ核

要  約

水橋金広。中馬場遺跡における道路拡幅工事に伴う調査で、古墳時代の土抗・溝、平安時代の

ピット溝、室町時代の井戸・ピットを確認した。

古墳時代の溝SD08は、幅4m以上で深さ10～ 20cmと浅いものであるが、若王子塚古墳西～北側

において検出された周溝と埋上が同質であることから、古墳時代の溝と考えられる。ただし、検

出された位置は、直径46mと 推定されている若王子古墳の東～南東部の予定位置よりも、南東方

へ離れる。このことからSD08は、若王子古墳の周囲の関係地割もしくは若王子古墳とは別の古

墳の周溝と考えられる。周囲における過去の地中レーダー探査の結果を援用すると、今回確認し

た溝の北延長上にはこれと続くような帯状の溝らしきものが確認され、古墳周溝と平行するよ

うに見える。また確認した溝は東方向へは延びていないことから、前者の可能性が高い。

中世の井戸SE01は、方形縦板横組の構造で、厚板を用いている。井戸内部から吉岡康暢編年

V期 (138∈ 1440年代)の珠洲摺鉢が出土していることから、廃絶年代が南北朝から室町前期であ

ることがわかる。本遺跡ではこれまで186基の井戸が確認されており、うち方形縦板組構造のも

のは11基がある。その多くは中世後期から近世前期に属している。SE01は室町前期以後の廃絶

と理解されるが、近世前期まで下る可能性は残る。

井戸枠の板材はスギを使用している。1枚が柾目取りのほかはすべて板目取りである。先端部

は側面を削り尖らせるなどしており、その方法はいくつかに分類できる。
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